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テーマ 火山噴火後の土砂流出継続期間の検討

概要

　水無川流域において、現在発生している土砂流出の継続期間及び土砂流出が収束す
る条件を明らかにし、水無川において手厚い砂防管理が必要な期間の目安が示される
だけでなく、他地域において新規火山噴火後に立案する砂防計画にも生かすことを目的
とし、炭酸谷・極楽谷を対象に地形変化、水・土砂流出、植生変化のモニタリングを実施
する。また、土石流発生が収束した赤松谷左支渓において、過去のデータをアーカイブ
化して用いることで、土砂流出が収束した要因を解明、炭酸谷・極楽谷で土砂流出が収
束したと判断できる地形・植生等の条件を提示とそれに至る期間を予測する。

テーマ 火山地域における土石流の流出補正係数の推定

概要

　火山地域における流出補正係数の実態を明らかにすること、および「砂防基本計画策
定策定指針解説」に示された算出方法による算出値との相違を明らかにすることを目的
とし、桜島において航空レーザー測量データ、除石量データ、土石流発生日時データより
各土石流による運搬土砂量の推定、およびXRAINデータから供給された水の量の推定
結果を比較、流出補正係数に差が大きい場合には降雨強度や地被状況等の変数を考
慮した算出方法の開発を行う。

テーマ 山地土砂動態シミュレーションにおけるデータ同化手法の検討

概要

　土砂動態シミュレーションを実施する流域において、斜面から河道への土砂供給量と
その粒径分布を流砂水文観測データから、逐次設定するデータ同化手法による土砂動
態シミュレーションの提案と流砂水文観測成果のシミュレーションへの積極的な活用、お
よび神通川流域で計画されている流砂観測結果へ適用と今後の対処方針等を定量的に
示すことや焼岳の噴火等極端かつ突発的な事象による下流域への影響推定を図ること
を目的とする。また、中長期の流域土砂動態予測に適する複合土砂災害シュミレータ
SiMHiSを使用、斜面から河道網に供給される土砂量と粒度分布が異なる複数のシナリ
オを並行して予測計算を実施し、流域出口での観測値をもとに、シナリオを推定して
（データ同化手法）、実際の流域の状態を反映したシミュレーションを行う。
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本研究は概ね順調に進捗しているが、シミュレーションの
精度向上に課題がある。観測事例による検討数を増や
すなどの改善を行い、研究を進められたい。
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本研究は計画通りに順調に進捗している。土砂流出の
収束条件の解明は砂防計画・砂防管理の見地から有意
義な研究であり、引き続きメカニズムの解明に向けて研
究を進められたい。
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本研究は概ね順調に進捗しているが、データの収集・解
析の進捗が十分ではない。現地観測も活用しながら、最
適な流出補正係数が推定できるよう、研究を進められた
い。
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